
 

＜R７ Catchphrase＞                      

「今日の学びを大切に、明日の学びが楽しみな星峯西小」  

 

 校 長   永 里  智 広  

 

校門の桜の木は，子供たちの始業式・入学式を待っていたかのように，満開の姿で迎えてくれま

した。令和 7 年度は，全校児童４５６名の笑顔でスタートしました。玄関で下履きに履き替え，新

しい教室を探して行く道のり，子供たちはどのような心境で向かったのでしょう。新しい仲間や担

任の先生と出会い，“新しい学び”の世界に想像を膨らませる子供たち。その真剣なまなざしは，私

たちの宝です。 

新たなステージに寄せる子供たちの期待に応えることができるよう，私たち職員も日々研鑽し一

丸となって頑張ります。 

 さて，社会を取り巻く環境が急速に変化する中，ＩＣＴ化やＡＩ（人工知能）導入の波は学校現

場にも押し寄せ，学びの在り方そのものが問われています。その一方で，人間の尊厳性や道徳性の

重要性も高まっています。学校の存在価値が問われる時代に来ています。     

 

■ 不易を見据え，日日新たに（初めに子供ありき，和やかに迎え温かく対応） 

  「不易を見据え」とは，変わらない大切な価値観をしっかりと見据えることを意味します。本

校は，創立４５年目を迎えます。これまで星峯西小で大事にされてきたことは何かを子供ととも

に考え，その意味を大切にしながら学びを深めていきたいと思います。また，教育の根幹にある

子供たちの成長と幸福を最優先に考え，常にその視点を忘れずに取り組んでまいります。 

一方，「日日新たに」とは，日々新しい挑戦を続けることを意味します。教育環境や社会の変化 

に柔軟に対応し，子供たちが未来に向けて必要な力を身につけられるよう，新しい方法やアイデ 

アを取り入れていきます。 

私たちは，子供たち一人一人を大切にし，温かく迎え入れることを心がけていきます。子供た

ちが安心して学び，成長できる環境を提供してまいります。 

■ 「利他の心」を大事に，切磋琢磨で（主体的・対話的で深い学び） 

  本年度も，「利他の心」（友達に心を向け，一緒に考え行動する心の営み）を理念として学校経 

営を進めます。また、一人一人が持ち味を出せる学びのデザインに努めます。そのために、“仲 

間”と一緒になって考え，取り組み，達成していく活動を重視します。このような学びの先には， 

互いに理解し合い協力し合う姿勢の育ちや，道徳観や倫理観の醸成，責任をもって遂行する力に 

つながるでしょう。学級の枠を超えた活動、異学年集団活動を意図的に取り組む計画でいます。 

 仲間と一緒に汗をかいてもらいたい。共に悩みながら解決の糸口を見出してもらいたい。その 

結果として、たとえ失敗してもあきらめずにその先を考えて行動してもらいたい。星西の子たち 

は必ずクリアーして成長していくものと期待しています。 

■ 家庭・地域と共に全ての子供への寄り添い（郷土愛，相互協力） 

  地域の教育素材は魅力的です。そして、多くの方々に温かく協力していただいています。昨年 

度は、「茂頭の棒踊り」や「地域探検」など、伝統を継承する学習活動が充実しました。また、朝 

の読み聞かせ、授業の中での直接指導（ミシン縫いや書道など）、学校行事を実施するにあたって 

の安心安全を配慮した見守りなど、協力していただいた場面は数多く感謝に堪えません。 

今後も、PTA 及び学校運営協議会をはじめ，保護者や地域の方々の協力を得ながら、地域と 

共に前進する星峯西小を目指していきたいと思います。           

 

以上を踏まえ， 「全ての子供にプラス１」となるよう、子供一人一人のまなざしに対 

して誠意をもった学校運営に努めていきます。御理解と御協力をよろしくお願いいたします。 

 


